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日本における大規模ニュータウンの多くは、戦後の住

宅不足を解消する目的で建設された。このようなニュー

タウンの住宅地は専用住宅のみの住宅地となり、閑静で

落ち着いた街を形成している一方、活気に欠け、住民の

高齢化とともに買い物など日常生活が不便な街になるな

ど様々な問題が存在する。このような流れを受け、1980

年代から、ニュータウン建設時に住宅地内に地域施設を

誘致するニュータウンや、地区計画により新住宅市街地

開発法の規制を緩和することによって住宅と地域施設の

混在を図るニュータウンが現れた。 

この計画手法に対する評価には、制度上の問題、街路

計画との関係、街並みの景観構成など多様な視点からの

アプローチが必要になる。その中で、この計画手法の主

たる目的である住宅用地内における地域施設の立地実態

を把握することが重要であると考える。 

そこで本研究では、従来の地区センター用地や近隣セ

ンター用地や公益的施設用地などの施設用地にだけでな 

 

 

く、住宅用地内にも店舗等の地域施設を「誘導」したニ

ュータウンを中心に、ニュータウンの地域施設の導入手

法の効果を探るため、以下の 点を明らかにすることを

目的とする。 

①地域施設の導入手法別の施設発生の現状 

②施設発生率の 年からの経年変化 

筆者らは文献 ・ において街開きから 年が経過した西

神南ＮＴにおける街角施設（街角施設とは、ニュータウ

ンのマスタープランにおいて住宅系用地とされた地域に

立地する、専用住宅以外の地域施設を指す）の立地実態

から地域施設の導入手法の効果を示した。なお、西神南

ＮＴは、2000 年以降に新たに北町が開発された。 
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施設の導入手法は以下の 種類がある。文 ・ ・ ・  

＜誘致＞ 計画的に街角施設を供給する手法であり、街

角施設は集合住宅の低層部や戸建て住宅地の特定の区画

に立地する。開発者が計画的に地域施設を配置する手法。 
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A Study on Distribution of Facilitiese in New Towns Promoted the Occurrence of Residential Areas 

Facilities 
- In Case of WOODY TOWN and SEISHIN MINAMI NEW TOWN - 

 

○増田湧志 ，伊丹康二 ，横田隆司 ，飯田匡

MASUDA Wakushi, ITAMI Koji, YOKOTA Takashi, IIDA Tadasu  

 

Evaluation of this planning method, requiring many approaches from various perspectives, such as 

institutional issues, relationship with street planning, and landscape composition of cityscape, etc.  

Among them, it is very important to do evaluation to show the effect of the planning method by 

verified the actual location of the regional facilities within the residential area, which is the main 

purposes of this planning method. Therefore, in this research, the regional facilities in Newtown 

will be introduced. This research aimed to clarify the following two points for HOKUSETSU 

SANDA WOODY TOWN which has "induced" regional facilities by exploring the effect of the law, 

“induced/attracted" SEISHIN MINAMI NT, and “attracted” GAKUENNTOSHI: 

1. Difference of facility incidence rate according to the introduction method of regional facilities 

2.  Long-term change in facility incidence rate 

キーワード：ニュータウン，地域施設，分布，自然発生 地区計画

Keywords: New Town, Regional facility, Distribution, Spontaneous occurrence, District planninng  
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＜誘導＞ 新住宅市街地開発法で規定されている街角施

設に対する規制を地区計画により、緩和する手法である。

ある地区に街角施設発生の を し、立地は 地

者の 志に るという、計画的な と自然発生的

な を 手法。 
＜自然発生＞ 誘致と誘導以外の地区において街角施設

の立地を 地 者の 志に る手法。 
＜施設発生率＞ 地区の戸建て住宅戸 に対する

地区の施設 の 合をいう。本研究では、住宅 戸

あたりの施設 の 合とする。 
施設発生率 地区の施設 / 地区の戸建て住戸

・・・( ) 
＜施設 ＞ 地区の に対する 地区

の施設 の 合をいう。本研究では、 あた

りの施設 の 合とする。 
施設 地区の施設 / 地区の

・・・( ) 
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導入手法で「誘導」を用いたニュータウンで、現在の

街角施設の施設発生の実態をみるため、地域施設を「誘

導」した「北 田ウ タウン(以下、ウ タウ

ン)」、「誘導・誘致」した「西神住宅 二 地(以下、西

神南ＮＴ)」を対 とする。その として、誘導は

誘致を った「神戸研究学 市(以下、学 市)」
も研究対 とする。い れも、 時 に ち開きし、

内の新住宅市街地開発 として開発されたニュ

ータウンである 年から計画手法の内 ・ は変

化していない 。 対 ニュータウンの や など

の 要を に示す。文 ・ ・  
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方法として、 ニュータウンの住宅用地における

施設を i タウン ー およ ン ン住宅地図を 用し

て し、その集計と分 を以下のような手 で う。

た、地図上に施設をプロ することで、その分布特

を明らかにする。 
1）i タウン ー を 用し、 ニュータウン内のす て

の 施設を し、 する。その ータには施設

、 種、 、住 が れる。 
た、地域住民の日常生活と地域施設の関係 から地

域施設を、以下の に分類。 
「 」：地域住民の日常生活に な関係を 施設 
「 」： 的な が く、地域住民の日常生活 

には 供しない施設 

2） ータの住 をもとに、その施設の立地を特定する。 
3）住宅用地内の施設を 、その住 をもとに、施設

の 置を地図上にプロ する。 1） 
4） ン ン住宅地図を 用し、住宅地に 示される

をもとに施設を し、地図上にプロ する。 
ニュータウンで、 ン ンの住宅地図(ウ タウ

ンは 年、西神南ＮＴと学 市は 年)と i タウ

ン ー をもとに、施設の を った。文 8 
�. �17  Ⓨ⏕ᐇែࡢゅタ⾤ࡿࡅ࠾
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ここでは、導入手法が なり、 ち開きから 年以上

が経過し、 ちとして成 してきた ＮＴで、街角施設

の分布を示し、街角施設の立地実態を明らかにする。

ＮＴの 地 用計画 街角施設の分布を図 図 に

示す。

図 ・ から、ウ タウンは、地区センターに 路

を で するけやき 目の誘導対 地区、あかし

あ 目の近隣センター 近の誘導対 地区、す か

け 目 近の誘導対 地区で街角施設が多く立地し

ている。その施設は より の施設が多い。

図 ・ から、西神南ＮＴは、 市計画 路 中

いに街角施設が多く立地している。特に、西町の誘導

対 地区で の施設が多く立地している。

図 図 から、自然発生による施設は、ＮＴで

と の施設が発生している。特に、学 市では

の ＮＴと すると より の施設が多く発

生している。 
このことから、地区センターや近隣センターや

路 いの近い に、地域住民の日常生活に な関係

を 施設が発生していることが かった。 
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ここでは、導入手法の なる 3ＮＴで戸建て住宅地と

集合住宅地における施設発生率の実態を明らかにする。

街角施設の 種別施設 を に示す。 
から、立地別の施設発生率は、 ＮＴとも集

合住宅地より戸建て住宅地で高くなっている。ウ

名称 ウッディタウン 西神南ＮＴ 学園都市
所在地 三田市 神戸市西区 神戸市西区
地名 けやき台,すずかけ台,あかしや台,ゆりのき台 井吹台東町,西町,北町 学園東町,西町
面積 約587ha 約415ha 303ha

事業手法 新住宅市街地開発事業 新住宅市街地開発事業 新住宅市街地開発事業
事業期間 1973年度～2007年度 1980年度～2001年度 1980年度～2010年度
計画人口 48,000人 35,000人 20,000人
計画戸数 13,000戸 約9,700 約6,500
まち開き年 1987年 1993年 1985年
導入手法 誘導、自然発生 誘致、誘導、自然発生 誘致、自然発生

人口（平成27年） 32742人 30071人 17965人
諸データの出典 文献5 文献6 文献7
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タウンと西神南ＮＴは、 の施設発生

率が集合住宅地より戸建て住宅地で高くな

っており、学 市は、その 対の を

示している。誘導が施設の種類に を

したと れる。 
�����ᑟධᡭἲูࡿࡳタⓎ⏕ࡢᐇែ 
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ここでは、西神南ＮＴと学 市で、計

画 に誘致された施設の 年現在に 
おける 種別施設 の実態を明らかにす

る。ＮＴで計画 と現在の、誘致された

種別施設 を ・ に示す。 
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・ から、 施設は、2ＮＴとも戸建て住宅地や

集合住宅地に誘致されており、その は計画 から

と ど変化していない。西神南ＮＴの集合住宅地で、誘

致された施設は計画 施設あったが、現在は 施設

に で している。 
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ここでは、ウ タウンと西神南ＮＴで、誘導対

地区における施設発生率の実態を明らかにする。ＮＴの

誘導対 地区における施設発生率を図 ・ に示す。

図 ・ から、ＮＴとも より の施設発生

率が高くなっており、 種教 の施設発生率が も高く、

ウ タウンでは買 が いで高く、西神南ＮＴで

は ・ 院が いで高くなっている。このことから、

誘導による街角施設は、地域住民の日常生活に な関

係を 施設が発生し くなると考えられ

る。ＮＴを すると、ウ タウンは、

や買 などの物 施設はある

一定 の発生率があるが、西神南ＮＴは、

や買 などの物 の施設発生

率が となっており ＮＴの大きな い

の一 といえる。

�������⮬↛Ⓨ⏕ࡿࡼ⾤ゅタ�

ここでは、ＮＴで戸建て住宅地と集合住

宅地における自然発生施設の施設発生率の

実態を明らかにする。自然発生施設の施設

発生率を図 図 に示す。

図 図 から、ウ タウンと西

神南ＮＴは学 市と ると の

と ど ての施設が発生している。誘導対

地区における施設発生率と ると、ウ

タウンと西神南ＮＴともに、自然発

生による施設発生率より誘導対 地区にお

ける施設発生率の うが高く、誘導の主た

る目的である街角施設の発生はある一定の

効果が れていると考えられる。

図 から、西神南ＮＴは、 で集合住

宅地における誘致による街角施設では

していた、買 り や ーニン や ・

院やその ー ス施設の発生率はあ

る一定 あることが かる。
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筆者らが 年に った 果文 ・ ・

を用いて、ウ タウンと西神南ＮＴに

おける施設発生率の経年変化を明らかにする。
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ここでは、街角施設の分布の経年変化をみる。街角施

設の分布( 年 を図 ・ に示す。 
図 ・ ・ から、ウ タウンは、けやき ・

目で街角施設が増 している。 た、地区センターに

路を で するけやき 目の誘導対 地区でも

街角施設が増 している。

図 ・ ・ から、西神南ＮＴは 年以降に新たに開

発された 北町 ・ ・ 目と 町 目

西町 ・ ・ 目とのそれ れで街角施設が発生し

ている。 た、 市計画 路 中 いにあった街

角施設が現在も多く立地している。

 

ᅗ��� す⚄༡㹌㹒ࡢ⾤ゅタࡢศᕸ�����ᖺ�ᩥ��

ᅗ ��� �ᩥ�����ᖺ�ศᕸࡢゅタ⾤ࡢࣥ࢘ࢱࢹࢵ࢘�

住宅系研究報告会論文集 12　日本建築学会　2017.12

－ 304 －



�

0 2 2 0.03 0 0.00 2 0.02 0.06

0 0 0 0.00 1 0.04 1 0.01 0.03

2 0 2 0.03 0 0.00 2 0.02 0.06

0 0 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0.00

1 0 1 0.01 0 0.00 1 0.01 0.03

の 1 0 1 0.01 0 0.00 1 0.01 0.03

0 1 1 0.01 0 0.00 1 0.01 0.03

7 34 41 0.57 1 0.04 42 0.43 1.28

の 文 0 1 1 0.01 0 0.00 1 0.01 0.03

4 1 5 0.07 0 0.00 5 0.05 0.15

6 0 6 0.08 0 0.00 6 0.06 0.18

1 1 2 0.03 0 0.00 2 0.02 0.06

ー ン 3 0 3 0.04 0 0.00 3 0.03 0.09

4 1 5 0.07 1 0.04 6 0.06 0.18

の ー 2 9 11 0.15 2 0.08 13 0.13 0.40

業 4 20 24 0.34 0 0.00 24 0.25 0.73

業 0 4 4 0.06 0 0.00 4 0.04 0.12

業 1 3 4 0.06 1 0.04 5 0.05 0.15

業 0 7 7 0.10 0 0.00 7 0.07 0.21

業 0 1 1 0.01 0 0.00 1 0.01 0.03

業 0 1 1 0.01 1 0.04 2 0.02 0.06

ー 業 1 10 11 0.15 0 0.00 11 0.11 0.34

4 19 23 0.32 0 0.00 23 0.24 0.70

1 1 1 10 10 10 11 11 11 0.15 0.15 0.15 0 0 0 0.00 0.00 0.00 11 11 11 0.11 0.11 0.11 0.34 0.34 0.34

計 42 125 167 7 1742.34 0.28 1.80

業

77 0.79 0.79 2.35 2.35

0.13

0.23

1.34

0.40

0.67
Type2 事 所

10 10 65 65 75 75

86

2 2 77

ー

9 10 19 3 2231

2

50

1

5

5

0 13

2 0 2

11 2 13

文

7 36 43 1 44

2 0

0.27

戸 住宅地 7151戸

自然発生
(a)

誘導 a 自然発生 計 a
発生

a 7151戸
100

1 2 3

4

81

Type1

2

発生 a 2540
戸 100

0.04

数 a

住宅地 2540戸

0.05

0.89

0.02

0.45

0.00

0.06

1.13

0.03

0.60

0.18

北 三田ウッディタウン

1.05 1.05

0.00

0.12

0.08 0.08

0.04

0.20

5.31

9691戸 32742人

発生 a 9691
戸 100 a 32742人 1000

0.15

2.63

0.06

計画 の
誘致 数

計画 の
誘致 数

2 2 0 0 2 0.04 0 0 0 0 0.00 2 0.02 0.07

1 2 2 0 4 0.09 0 0 0 0 0.00 4 0.04 0.13

0 0 0 1 1 0.02 0 0 2 2 0.04 3 0.03 0.10

0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

0 0 0 1 1 0.02 1 1 0 1 0.02 2 0.02 0.07

の 0 0 2 0 2 0.04 1 0 0 0 0.00 2 0.02 0.07

0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

0 0 7 8 15 0.33 3 1 1 2 0.04 17 0.18 0.57

の 文 0 0 1 4 5 0.11 1 0 0 0 0.00 5 0.05 0.17

0 0 0 0 0 0.00 2 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

0 0 0 0 0 0.00 3 1 1 2 0.04 2 0.02 0.07

0 0 0 2 2 0.04 0 0 1 1 0.02 3 0.03 0.10

ー ン 0 0 0 0 0 0.00 3 1 1 2 0.04 2 0.02 0.07

0 0 5 3 8 0.18 2 0 1 1 0.02 9 0.10 0.30

の ー 0 0 2 1 3 0.07 1 0 1 1 0.02 4 0.04 0.13

業 0 0 1 8 9 0.20 1 1 0 1 0.02 10 0.11 0.33

業 0 0 0 0 0 0.00 0 0 1 1 0.02 1 0.01 0.03

業 0 0 1 1 2 0.04 0 0 0 0 0.00 2 0.02 0.07

業 0 0 1 1 2 0.04 0 0 1 1 0.02 3 0.03 0.10

業 0 0 1 2 3 0.07 0 0 0 0 0.00 3 0.03 0.10

業 0 0 0 3 3 0.07 0 0 2 2 0.04 5 0.05 0.17

ー 業 0 0 2 8 10 0.22 1 0 6 6 0.13 16 0.17 0.53

0 0 0 2 2 0.04 2 0 0 0 0.00 2 0.02 0.07

0 0 0 0 1 1 1 16 16 16 17 17 17 0.37 0.37 0.37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00 0.00 0.00 17 17 17 0.18 0.18 0.18 0.57 0.57 0.57

3 21 5 18 23 11426 61 91 1.22 3.79

11 42 4231 10 10 110 16 6 25 25 31

19

0

0

3

ー

Type2 事 所

2

20

4 11 3 15

1

4

0

47

2

2

0

4

0

0 8

1

0.94

0.07

0.44

0.04

0.24

0 4

0.59

0.30

1.83

0.04 0.13

0.24 0.73

0.05 0.17

0.16

2 3 5

1 2

1

0

4

1

1

2

0.15 0.102

8

2

12

9

55

数 a誘致 a
発生

a 4555戸
*100]

住宅地 4768戸 9323戸 30071人

発生
a 9323戸 100

計 a
発生

a 4768戸
*100]

12

1

20

7

43

1

0.08

0.23 0.23 0.45 0.45 1.40

a 30071人 1000
誘致 a 誘導 自然発生 計 a

戸 住宅地 4555戸

1 2 3

Type1

文

西神住宅 地（西神南 ータウン）

自然発生

4

0.68 0.68

2.00

0.02

0.48

1.40

220.04

0.06

0.501

業

計

0.00

0.25

計画 の
誘致 数

計画 の
誘致 数

3 3 0 3 0.13 3 4 0 4 0.10 7 0.11 0.39

1 0 1 1 0.04 2 1 0 1 0.02 2 0.03 0.11

0 0 1 1 0.04 0 0 0 0 0.00 1 0.02 0.06

0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

0 0 1 1 0.04 0 0 0 0 0.00 1 0.02 0.06

の 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

0 0 4 4 0.17 0 0 0 0 0.00 4 0.06 0.22

の 文 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

0 0 3 3 0.13 0 0 0 0 0.00 3 0.05 0.17

0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

ー ン 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

の ー 0 0 1 1 0.04 0 0 0 0 0.00 1 0.02 0.06

業 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

業 0 0 3 3 0.13 0 0 1 1 0.02 4 0.06 0.22

業 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

業 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

業 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

業 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 0 0.00 0.00

ー 業 0 0 10 10 0.42 0 0 3 3 0.07 13 0.20 0.72

0 0 13 13 0.54 0 0 2 2 0.05 15 0.23 0.83

0 0 0 0 4 4 4 4 4 4 0.17 0.17 0.17 0 0 0 0 5 5 5 5 5 5 0.12 0.12 0.12 9 9 9 0.14 0.14 0.14 0.50 0.50 0.50

4 53 16 6041 44 11

26 26 26 0 0 60 0 26

0

1

0 3 3

1 1

0

3

3

2

11

5

4 0

1

4

計 a誘致 a 自然発生 誘致 a

1.08 1.08

発生
a 4150戸

100

0.12

0.12

0.00

0.00

0.00

0.00

0.14 0.14

0.21

0.58

0.04

0.17

0.13

0.04

0 0

0 0 0

5

0

5

0

0 0 0

0 0

5

0

6547戸 17965人

発生 a 6547
戸 100 a 17965人 1000

0.15

0.29

0.56

1.06

0.02 0.06

0.06 0.22

0.05 0.17

0.02 0.06

数 a

10

19

3

自然発生
(b)

計 a
発生

a 2397戸
100

0.49 0.49 1.78 1.78

0.92 3.340.391.84 5

4

5 1

1

14

0

32 326 6 6

神戸 学園都市

戸 住宅地 2397戸 住宅地 4150戸

1 2 3

Type1

文

ー

Type2 事 所

業

計
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年と 年の街角施設の施設発生率を図 に示

す。

図 から、 ＮＴとも物 や ーニン や建

設・ の施設発生率は にある。 た、 ＮＴ

とも 種教 の施設発生率が も高いが、ウ タウ

ンでは の 、西神南ＮＴでは の増 であっ
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た。これはウ タウンと西神南ＮＴの 構成の

いが していると れる。

西神南ＮＴで の 種別施設発生率をみると、建

設・ や や 施設は し、 や不

や ー ス 施設は増 しており、施設発生率の変

化は 種により なる を示す。

�������ㄏᑟࡿࡼタⓎ⏕⋡ࡢ⤒ᖺኚ�

誘導対 地区における 種別施設発生率の変化を示し、

誘導による施設発生率の経年変化を明らかにする。

年と 年の誘導対 地区における施設発生率を図 ・

に示す。

図 ・ から、ＮＴとも や物 施設が

にある。 た、西神南ＮＴでは 店や物 施設や

ーニン 店は消 した。このことから、誘導により

街角施設の発生はある一定の効果が れてはいるが、そ

の変化は しいという がみえてきた。

�������⮬↛Ⓨ⏕ࡿࡼタⓎ⏕⋡ࡢ⤒ᖺኚ�

ＮＴの自然発生による 種別施設発生率の変化を示

し、自然発生による施設発生率の経年変化を明らかにす

る。 年と 年の戸建て住宅地における自然発生

施設の施設発生率を図 ・ に示す。 た、 年と

年の集合住宅地における自然発生施設の施設発生

率を図 に示す。

図 ・ から、ウ タウンでは 種教 の施設発

生率は 、西神南ＮＴでは増 しており、誘導対 地

区における施設発生率と 様の がみえる。しかし、

施設発生率の増 の は、自然発生より誘導の方が大き

い。

図 から、西神南ＮＴにおいて、 の買 や専

や ーニン や 院やその ー ス施設の

施設発生率が増 している。 
㸳. ⤖ㄽ 
本研究では、街角施設の導入手法の効果を探るためウ

タウンと西神南ＮＴと学 市の住宅地における

街角施設の立地実態を 、導入手法別の施設発生の現

状や施設発生率の経年変化を明らかにした。以下に ら

れた を する。 
(1) 導入手法による 種別の施設発生率の い 
・誘地区センターや近隣センターや 路 いに近い

に、地域住民の日常生活に な関係を 施設が

発生していることが かった。 
・ウ タウンと西神南ＮＴは、 の施設発生率

が集合住宅地より戸建て住宅地で高くなった。 
・西神南ＮＴの集合住宅地で、誘致された施設は計画

施設あったが、現在は 施設に で している。 
・ウ タウンと西神南ＮＴとも、 より

の施設発生率が高くなっており、誘導による街角施設は、

地域住民の日常生活に な関係を 施設が発生し
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くなると考えられる。 
・ウ タウンと西神南ＮＴともに、自然発生による

施設発生率より誘導対 地区における施設発生率の う

が高く、誘導の主たる目的である街角施設の発生はある

一定の効果が れていると考えられる。 
(2) 施設発生率の経年変化 
・誘導により街角施設の発生はある一定の効果が れて

はいるが、その変化は しいという がみえてきた。 
・誘致された施設では、 施設で施設発生率の変化は

られなかったが、それ以外の施設では、 している。 
この を明らかにしていくことは 後の研究の 題

としたい。 
 

 
）地図 成にあたっては、 地 院の 地図 ウンロード

を 用した。
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